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【０００８】
　ところで、図２に示すように、フロントエンドがマルチレスポンス方式の機能を有する
場合であっても、例えば３つのポーリングレスポンスを返したいときに、２つのタイムス
ロットしかないと、スロット不足のため、一度にポーリングレスポンスを返信することが
できなくなる。このように、マルチレスポンス方式では、スロット数が多ければ、ポーリ
ングレスポンスを全て返信することが可能となるが、リーダが、TSN=0,1など、小さいTSN
（Time Slot Number）によりポーリングしてきた場合に、スロット数が不足してしまい、
全てのポーリングレスポンスを返せなくなるときがある。
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